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宮津与謝消防組合消防本部 

【高規格救急自動車】 

（令和３年３月加悦谷分署配備） 

【高規格救急自動車】 

（令和２年 12月橋北分署配備） 



 
 
 
 
 

は し が き 
 

 

 

この消防年報は、宮津与謝消防組合（宮津市・伊根町・与謝野町）

の消防現勢及び令和２年度中における消防業務に関する諸般の実態の

資料を収録し、災害に強い安全な市町の実現を目標とする当消防組合

行政の推進に役立たせると共に、広く一般に紹介することにより、住

民の皆様が消防に一層のご理解を深めていただく一助になれば幸いと

編集したものです。 

 なお、災害件数は令和２年中（暦年）、その他は令和２年度 

（令和３年３月３１日現在）で取りまとめました。 

   

 

 

     令和３年８月        

                   宮津与謝消防組合消防本部 

                  



人口 世帯数 管内面積

署所 職員数 職員平均年齢

特殊車両 救急車 その他の車両

救急 救助 その他

危険物施設 立入検査 消防訓練指導

特 定 用 途
非特定用途

535施設
1,119施設

救助工作車　１台 高規格救急車４台
非常用救急車１台

指揮車  　　１台
資機材搬送車１台
指令車　　　３台
その他　　　４台

防火対象物 471件
危険物施設 141件

 
回  　数  　53回
対象人員 3,030人

1,908件 15件 208件

概ね１日に５件
の 割 合 で 発 生

概ね 24日に１件
の 割 合 で 発 生

概ね２日に１件
の 割 合 で 発 生

220施設

貯蔵所 129施設
取扱所  91施設

40,069人 18,289世帯 343.07㎢

組合
概要

消防本部　１
消 防 署　１
分　　署　３

88人
（内女性４人）
※定数　97人

38歳11か月予算
機構

構成市町

１市２町

宮 津 市
伊 根 町
与謝野町

組合予算

当初予算
8億5,781万3千円

ポンプ車等

ポンプ車　　  ４台
化 学 車　    １台

防火対象物

1,654施設

消防
車両

火災
救急
救助
その他

予防

火災

12件

概ね 30日に１件
の 割 合 で 発 生
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１ 位置及び地勢  

 宮津与謝消防組合は、京都府北部の日本海若狭湾に面する宮津市、伊根町及び与謝

野町で構成しています。 

 南に大江山連峰、西には丹後半島の尾根が連なり、中央に日本三景の一つ特別名勝

「天橋立」を配した南北に長いＬ字型で、美しい海岸線や大江山連峰、世屋高原など

貴重な自然資源が「丹後天橋立大江山国定公園」に指定されています。 

 また、平成28年10月に京丹後大宮ＩＣまで延伸した山陰近畿自動車道や京都縦貫自

動車道は、京都府北部と京阪神を結ぶ重要な道路網としての役割を担っており、四季

を通じ宮津市の「天橋立」、伊根町の「舟屋」、与謝野町の「ちりめん街道」などに

多くの観光客が訪れています。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口・世帯数・面積 

                            

 徽 章 人 口 (人) 世 帯 数（世帯） 面 積（㎢） 

宮 津 市 

 

 １７，１８５ ８,３７３ １７２.７４ 

伊 根 町 

 

２，０１２ ９０６ ６１.９５ 

与 謝 野 町 

 

２０，８７２ ９,０１０ １０８.３８ 

合  計 ４０，０６９ １８,２８９ ３４３.０７ 

◇消防組合の概要 

伊根町 

宮津市 

与謝野町 

若狭湾 

宮津市 
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― 組  合  発  足 前 ― 

年 代 で き ご と 

昭和33年５月１日 

 

６月１日 

昭和35年６月１日 

昭和37年９月１日 

昭和39年４月１日 

９月17日 

９月18日 

10月16日 

昭和40年４月１日 

      〃 

８月４日 

昭和41年９月10日 

昭和42年３月29日 

       ４月１日 

 

 

 

６月14日 

10月26日 

昭和43年７月１日 

 

７月８日 

昭和44年４月１日 

昭和45年４月１日  

８月31日 

        10月１日 

昭和46年４月１日 

      〃 

昭和47年３月31日 

４月１日 

昭和48年３月31日 

４月１日 

５月１日 

昭和50年11月24日 

昭和51年３月31日 

４月１日 

宮津市消防本部を設置。消防長職務代理者 竹野秀夫（総務課長）就任 

庶務・予防・整備の３係を置き、９名により業務開始 

初代消防長 横田勝清 就任 

消防吏員２名採用 

第２代消防長 竹野秀夫 就任 

消防吏員１名採用 

消防長 竹野秀夫 死亡退職 

消防長職務代理者 下野逸治 就任 

消防長事務取扱 安川一夫（助役）就任 

宮津市消防署設置政令指定 

行政無線局を開局運用開始 

消防署配置予定の消防ポンプ自動車１台購入（宮津分団に配置） 

消防長事務取扱 上柳宏介（助役）就任 

消防ポンプ自動車（中古車）１台購入 

消防署発足 

消防吏員13名採用 消防本部６名 消防署14名 総員20名 

１本部１署の体制で仮庁舎（市役所）において業務開始 

配置車両：消防ポンプ自動車１台、無線指令車１台、作業車１台 

消防本部・署庁舎完成 

作業車を更新（指令車として消防本部に配置） 

(財)日本損害保険協会から消防ポンプ自動車「火災保険号」の寄贈を受け消防

署に配置 

(財)日本消防協会から救急自動車の寄贈を受け消防署に配置、救急業務を開始 

消防吏員４名採用 総員24名  消防署消防隊を２個分隊編成とする。 

消防吏員５名採用 総員29名 

消防吏員１名退職 

消防吏員１名市長部局へ転出 総員27名 

第３代消防長 柴田孝一 就任 

消防吏員４名採用、１名市長部局へ転出 総員30名 

消防吏員１名退職 

市長部局から消防吏員１名本部に復帰 総員30名 

消防吏員１名退職 

消防吏員１名採用 総員30名 

消防吏員２名採用 総員32名 

全国農業協同組合連合会から救急自動車の寄贈を受け消防署に配置 

消防吏員１名退職 

消防長事務取扱 上柳宏介 就任 

◇消防の沿革 
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年 代 で き ご と 

昭和52年２月５日 

４月１日 

10月29日 

昭和53年４月１日 

９月１日 

昭和54年４月１日 

 

 

昭和55年３月６日 

 

４月１日 

 

      〃 

４月２日 

８月７日 

９月30日 

  〃 

  〃 

消防吏員１名退職 総員30名 

消防吏員１名採用 総員31名 

消防ポンプ自動車１台更新  

消防吏員２名採用 総員33名 

消防長職務代理者 小田原由雄 就任 

消防本部及び消防署の機構の一部を改め、消防本部に庶務・予防・危険物・消

防及び整備の５係、消防署に庶務・予防・危険物・消防第１・消防第２及び整

備の６係を置き、消防業務の改善を図る。 

宮津市及び与謝郡４町（加悦町、岩滝町、伊根町及び野田川町）の広域消防常

備化のため、宮津・与謝地方消防常備化推進委員会設置 

消防常備化推進委員会事務局を宮津市消防本部内に置き、事務局職員２名を宮

津市から出向配置 

消防組合発足に備え宮津市において消防吏員26名を採用 総員59名 

与謝郡４町の消防常備化政令指定 

消防常備化推進委員会において、消防組合設立のための基本計画承認 

消防ポンプ自動車３台、指令車２台購入 

(財)日本消防協会から救急自動車及び指令車各１台の寄贈を受ける。 

消防組合への業務移管に伴い、宮津市消防吏員59名退職 

 
― 宮 津 与 謝 消 防 組 合 ― 

年 代 で き ご と 

昭和55年10月１日 

 

 

 

 

 

 

 

  〃 

11月30日 

12月４日 

 

12月23日 

昭和56年１月31日 

３月16日 

３月31日 

  〃 

４月１日 

昭和57年４月１日 

  〃 

京都府知事の組合設立許可（京都府指令５地第1054号）により､ 宮津与謝消防

組合発足 

職員定数 65名 

消防ポンプ自動車２台、救急自動車２台及び指令車１台宮津市から無償譲

渡、加悦町から救急自動車１台を借用 

消防車両を消防本部・署（宮津市消防本部（署）庁舎（宮津市無償出資））

及び２分署に配置し、宮津市から移管された消防吏員59名及び関係市町派遣

の職員４名、総員63名により業務を開始した。 

消防長職務代理者 小田原由雄 就任 

宮津与謝消防署加悦谷分署及び橋北分署完成 

組合消防無線局認可され、周波数４波（市町村波、救急波、府県波及び全国波）

により開局し、同日運用開始 

加悦谷分署及び橋北分署庁舎竣工式挙行 

小型動力ポンプ１台購入（橋北分署へ配置） 

(財)日本損害保険協会から救急自動車１台の寄贈を受け加悦谷分署へ配置 

加悦町から借用の救急自動車返納 

関係市町から派遣の職員２名（加悦町、野田川町各１名）帰任 

宮津市から職員１名派遣 総員62名 

職員定数 68名 

消防吏員３名採用 総員65名 
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年 代 で き ご と 

昭和58年３月31日 

４月１日 

昭和59年３月29日 

３月31日 

４月１日 

10月１日 

昭和60年３月31日 

４月１日 

      〃 

８月22日 

昭和61年８月22日 

10月24日 

11月21日 

昭和62年３月31日 

４月１日 

      〃 

昭和63年１月17日 

３月28日 

３月31日 

      〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

12月20日 

12月21日 

平成元年３月14日 

 

３月31日 

  〃 

４月１日 

 〃 

 〃 

12月１日 

平成２年３月20日 

３月29日 

３月31日 

４月１日 

平成３年２月28日 

３月６日 

３月31日 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員２名採用 総員66名 

(財)日本損害保険協会から救急自動車１台の寄贈を受け本署救急自動車更新 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

北但広域消防事務組合と消防相互応援協定を締結 

消防吏員１名退職 

消防長職務代理者 冨田 昭 就任 

消防吏員１名採用 総員66名 

指令車１台購入（本署指令車更新） 

(財)日本消防協会から救急自動車１台の寄贈を受け本署救急自動車更新 

消防本部無線基地局無線機増設（４波実装） 

小型動力ポンプ２台購入（本署及び加悦谷分署へ配置） 

消防吏員１名退職 

初代消防長 冨田 昭 就任 

消防吏員２名採用 総員67名 

消防吏員１名退職 総員66名 

丹後広域消防組合と消防相互応援協定を締結 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員２名退職 

第２代消防長 細野克己 就任 

宮津市から職員２名派遣 

消防吏員３名採用 総員68名 

消防本部・署庁舎増築完成 

化学消防自動車及び搬送自動車各１台購入（本署へ配置） 

(財)日本損害保険協会から救急自動車１台の寄贈を受け橋北分署救急自動車

更新 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員２名退職 

職員定数  69名 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員３名採用 総員69名 

京都府広域消防相互応援協定を締結 

救急自動車１台購入（加悦谷分署救急自動車更新） 

指令車１台購入（本署指令車更新） 

消防吏員１名退職 

消防吏員１名採用 総員69名 

水槽付消防ポンプ自動車１台購入（本署消防ポンプ自動車更新） 

指令車１台購入（加悦谷分署指令車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 
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年 代 で き ご と 

４月１日 

  〃 

７月17日 

９月19日 

 

平成４年３月31日 

      〃 

      〃 

      〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

平成５年３月12日 

３月19日 

３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

平成６年３月31日 

４月１日 

      〃 

      〃 

４月25日 

平成７年１月18日 

３月31日 

４月１日 

      〃 

４月25日 

８月１日 

８月11日 

９月12日 

12月１日 

平成８年３月15日 

３月29日 

３月31日 

４月１日 

４月27日 

７月31日 

８月22日 

10月１日 

第３代消防長 小倉穎二 就任 

宮津市から職員１名派遣 

北京都信用金庫から救急自動車１台の寄贈を受け本署救急自動車更新 

(財)日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台の寄贈を受け加悦谷

分署消防ポンプ自動車更新 

消防庁舎建設用地及び広域避難用地（須津地内）購入 

消防ポンプ自動車１台購入（橋北分署消防ポンプ自動車更新） 

宮津市から派遣の職員２名帰任 

消防吏員１名退職 

第４代消防長 橋野伊久男 就任 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員２名採用 総員69名 

指令車１台購入（橋北分署指令車更新） 

消防ポンプ自動車１台購入（本署消防ポンプ自動車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員１名退職 

職員定数  70名 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員２名採用 総員70名 

消防吏員２名退職 

職員定数  88名 

京都府立消防学校へ消防吏員１名教官派遣 

消防吏員７名採用 総員75名 

救急救命士国家試験１名合格 

阪神・淡路大震災に伴い神戸市へ応援出場（８日間延べ34名） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員４名採用 総員79名 

救急救命士国家試験１名合格（計２名） 

訓練塔（須津地内新消防庁舎建設予定地）起工 

新消防庁舎 消防本部・署（須津地内）起工 

防火広報車１台購入（本署へ配置） 

北但広域消防事務組合消防本部と消防相互応援協定を締結 

指令車１台購入（本署指令車更新） 

訓練塔（須津地内新消防庁舎建設予定地）完成 

京都府立消防学校へ教官として派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員３名採用 総員82名 

救急救命士国家試験１名合格（計３名） 

新消防庁舎 消防本部・署（須津地内）完成 

消防緊急通信指令施設設置工事（新消防庁舎）着工 

宮津与謝消防組合消防職員委員会設置 
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年 代 で き ご と 

平成９年３月26日 

３月27日 

３月31日 

  〃 

  〃 

４月１日 

〃 

  〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

４月23日 

４月30日 

８月26日 

 

11月10日 

11月20日 

12月17日 

平成10年３月１日 

 

３月16日 

 

３月25日 

 

４月１日 

  〃 

４月17日 

７月29日 

10月26日 

平成11年３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

 〃  

４月14日 

平成12年２月７日 

指令車１台購入（本署に配置） 

高規格救急車１台購入（新庁舎に配置） 

消防緊急通信指令施設設置工事（新消防庁舎）完成 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員１名退職 

第５代消防長 落合通孝 就任 

宮津市から職員１名派遣 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員３名採用 総員84名 

消防本部・署、新消防庁舎に移転 

消防ポンプ自動車、化学消防自動車、高規格救急車各１台、指令車２台、搬

送車、防火広報車、予備救急自動車各１台及び消防長以下37名にて業務を開

始した。 

消防署の機構の一部を改め、２課５係を置く。 

旧消防本部・署庁舎を宮津分署として開設、１消防本部１消防署３分署とな

る。 

救急救命士国家試験１名合格（計４名） 

新消防庁舎竣工式 

(財)日本宝くじ協会から消火・通報訓練指導車「けすゾウくん」の寄贈を受け

本署へ配置 

救助工作車（クレーン３ｔ、照明灯付）１台購入（本署へ配置） 

平成９年度近畿２府７県合同防災訓練（北部会場）実施 

除雪機１台購入（本署へ配置） 

携帯電話１１９番通報に係る京都府下「代表消防本部間の管轄外通報の転送等

に関する協定」を締結 

丹後広域消防組合と携帯電話１１９番通報に係る「管轄外通報の転送等に関す

る協定」を締結 

北但消防本部及びあさご消防本部と「携帯電話等からの緊急通報の府県間伝達

に関する覚書」を締結 

消防吏員２名採用  総員85名 

携帯電話等からの１１９番通報に伴う代表受信運用開始 

救急救命士国家試験１名合格（計５名） 

救急自動車１台購入（橋北分署救急自動車更新） 

消防吏員１名退職 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員１名退職 

第６代消防長 柴田  徹 就任 

宮津市から職員２名派遣 

消防吏員２名採用 総員86名 

救急救命士国家試験１名合格（計６名） 

消防庁長官の救急隊員資格認定を受け救急救命士増員（計７名） 
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年 代 で き ご と 

    ３月31日 

      〃 

         〃 

４月１日 

  〃 

５月22日 

７月１日 

平成13年３月８日 

３月31日 

４月１日 

４月10日 

５月29日 

６月１日 

９月30日 

平成14年３月31日 

４月１日 

４月17日 

平成15年１月18日 

２月20日 

３月25日 

３月31日 

４月１日 

  〃 

 〃 

４月18日 

９月12日 

平成16年３月31日 

４月１日 

４月19日 

12月25日 

平成17年３月31日 

      〃 

      〃 

４月１日 

  〃 

〃 

〃 

４月20日 

平成18年３月１日 

３月28日 

３月30日 

３月31日 

救急自動車１台購入（加悦谷分署救急自動車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

救急救命士国家試験１名合格（計８名） 

宮津分署救急自動車を高規格救急自動車に更新し、救急救命士による運用開始 

小型動力ポンプ(Ｂ－２級)１台購入（橋北分署小型動力ポンプ更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

救急救命士国家試験１名合格（計９名） 

第３次宮津与謝消防組合基本計画策定  

京都北都信用金庫から蘇生法教育人体モデル５セット寄贈 

消防吏員１名退職（救急救命士有資格者１名 計８名） 

消防吏員２名退職 

消防吏員３名採用 総員86名 

救急救命士国家試験１名合格（計９名） 

消防吏員１名死亡退職 

水槽付消防ポンプ自動車１台購入（宮津分署水槽付消防ポンプ自動車更新） 

指令車１台購入（本署指令車更新） 

宮津市から派遣の職員２名帰任 

第７代消防長 井上正一 就任  

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員４名採用（救急救命士有資格者１名 計10名） 総員88名 

救急救命士国家試験１名合格（計11名） 

水槽付消防ポンプ自動車１台購入（加悦谷分署水槽付消防ポンプ自動車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

救急救命士国家試験１名合格（計12名） 

ＩＰ電話による１１９番通報接続開始 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員１名退職 

第８代消防長 小西 徹 就任 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

宮津市から職員１名派遣 

救急救命士資格取得の新規採用者が救急救命士として運用開始（計12名） 

救急救命士国家試験１名合格（計13名） 

与謝野町（加悦町、岩滝町、野田川町合併）発足 

消防ポンプ自動車１台購入（橋北分署消防ポンプ自動車更新） 

ＡＥＤ全救急車配備 

宮津市から派遣の職員１名帰任 
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年 代 で き ご と 

３月31日 

４月１日 

〃 

４月19日 

平成19年３月23日 

３月31日 

  〃 

 〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

４月20日 

９月28日 

平成20年１月28日 

３月31日 

〃  

〃 

４月１日 

  〃 

平成21年２月１日 

２月25日 

３月25日 

３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

４月９日 

４月14日 

６月１日 

12月14日 

 

平成22年２月15日 

３月18日 

３月31日 

      〃 

      〃 

４月１日 

      〃 

      〃 

４月13日 

消防吏員２名退職 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員１名採用 総員86名 

救急救命士国家試験１名合格（計14名） 

高規格救急自動車１台購入（本署高規格救急自動車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

防火ズボン・防火靴更新 

宮津市から職員１名派遣 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員１名採用 総員87名 

救急救命士国家試験２名合格（計16名） 

防火衣更新 

指令車（災害救援車）１台購入（加悦谷分署指令車更新） 

防火帽更新 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員２名退職 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員３名採用 総員88名 

両丹都市消防相互応援協定を締結 

通信指令システム更新 

広報車１台購入（本署査察広報車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員３名退職 

宮津市から職員１名派遣 

京都府立消防学校へ消防吏員１名教官派遣 

消防吏員４名採用 総員88名 

消防吏員１名死亡退職 

救急救命士国家試験１名合格（計17名） 

消防吏員１名採用（救急救命士有資格者１名 計18名） 総員88名 

（財）日本損害保険協会から高規格救急自動車１台の寄贈を受け加悦谷分署に

配置（救急自動車〈２Ｂ〉更新） 

高規格救急自動車１台購入（橋北分署救急自動車〈２Ｂ〉更新） 

多目的資機材搬送車１台購入（本署搬送車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員５名退職 

宮津市から職員１名派遣 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員５名採用 総員88名 

救急救命士国家試験１名合格（計19名） 
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年 代 で き ご と 

12月21日 

 

平成23年１月12日 

１月17日 

３月11日 

 

３月31日 

  〃 

  〃 

４月１日 

  〃 

  〃 

  〃 

４月10日 

６月30日 

７月15日 

７月30日 

９月15日 

12月15日 

12月27日 

平成24年２月３日 

２月29日 

３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

４月５日 

11月１日 

  〃 

 

11月９日 

  〃 

平成25年３月31日 

４月１日 

  〃 

４月２日 

８月30日 

10月１日 

  〃 

12月19日 

平成26年３月４日 

キャフス機能付きＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車１台購入（本署消防ポンプ自動

車更新） 

宮津、加悦谷、橋北３分署耐震診断実施 

第４次宮津与謝消防組合基本計画策定 

東日本大震災に伴い緊急消防援助隊として救急隊１隊を宮城県南三陸町へ派

遣（平成23年４月２日までの23日間、隊員延べ25名を派遣） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

京都府立消防学校へ教官として派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員５名退職 

第９代消防長 三宅孝幸 就任 

職員定数 97名 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員４名採用 総員88名 

救急救命士国家試験１名合格（計20名） 

消防吏員１名退職 

小型動力ポンプ１台購入（本署小型動力ポンプ更新） 

本部事務車１台購入 

消防吏員１名死亡退職 

指令車１台購入（橋北分署指令車更新） 

住民（匿名）からＡＥＤ５台の寄贈を受け消防ポンプ自動車等に配備 

高規格救急自動車１台購入（宮津分署高規格救急自動車更新） 

加悦谷、橋北２分署耐震補強工事実施 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員２名退職 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員６名採用 総員90名 

救急救命士国家試験２名合格（計22名） 

キャフス機能付きＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車１台購入（加悦谷分署へ配置） 

加悦谷分署ＣＤ－Ⅱ型水槽付消防ポンプ自動車を本署化学車として運用開始

（本署化学車廃車） 

指令車１台購入（加悦谷分署へ配置） 

加悦谷分署指令車を本署指令車として運用開始（本署指令２号車廃車） 

宮津市から派遣の職員２名帰任 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員３名採用 総員92名 

救急救命士国家試験１名合格（計23名） 

防災拠点施設完成 

防災拠点施設供用開始 

北部医療センター救急ワークステーション試行運用開始 

指令車１台購入（宮津分署指令車更新） 

救助工作車（Ⅱ型）１台購入（本署救助工作車更新） 
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年 代 で き ご と 

３月31日 

４月１日 

  〃 

４月11日 

８月19日 

11月27日 

平成27年３月23日 

３月30日 

３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

 〃 

４月17日 

平成28年２月15日 

３月２日 

３月31日 

４月１日 

 〃 

４月16日 

 

４月18日 

８月20日 

10月21日 

12月31日 

平成29年３月31日 

４月１日 

４月17日 

６月５日 

６月15日 

７月１日 

平成30年３月30日 

３月31日 

４月１日 

 〃 

 〃 

４月24日 

４月25日 

６月27日 

７月30日 

 

消防吏員２名退職 

消防吏員３名採用（救急救命士有資格者２名 計25名） 総員93名 

北部医療センター救急ワークステーション運用開始 

救急救命士国家試験１名合格（計26名） 

小型動力ポンプ１台購入（橋北分署小型動力ポンプ更新） 

訓練指導車１台購入（本署訓練指導車更新） 

消防救急デジタル無線整備完了 

消防救急デジタル無線運用開始 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員２名退職 

第10代消防長 結城真弥 就任 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員３名採用 総員94名 

救急救命士国家試験１名合格（計27名） 

高機能消防指令センター仮運用開始 

高規格救急自動車１台購入（本署高規格救急自動車更新） 

消防吏員３名退職 

消防吏員４名採用 総員95名 

高機能消防指令センター正式運用開始 

平成28年熊本地震に伴い緊急消防援助隊として救急隊１隊を熊本県へ派遣 

（平成28年４月22日までの７日間、隊員延べ20名を派遣） 

救急救命士国家試験１名合格（計28名） 

宮津分署・宮津市防災拠点施設改築工事着工 

防火指導車１台購入（本署へ配置） 

消防吏員１名退職 

消防吏員３名退職（救急救命士有資格者２名 計26名） 

消防吏員３名採用（救急救命士有資格者２名 計28名） 総員94名 

救急救命士国家試験１名合格（計29名） 

宮津分署・宮津市防災拠点施設第１期工事完成（事務所棟完成） 

宮津分署新庁舎で業務開始（車庫を除く。） 

旧宮津分署庁舎解体工事着工 

宮津分署・宮津市防災拠点施設完成（車庫棟完成） 

消防吏員６名退職（救急救命士有資格者１名 計28名） 

宮津市から職員１名派遣 

消防吏員６名採用 総員95名 

宮津分署・宮津市防災拠点施設運用開始 

救急救命士国家試験１名合格（計29名） 

宮津分署・宮津市防災拠点施設竣工式 

京都府消防救助選抜会はしご登はんの部第１位 全国消防救助技術大会出場権獲得 

平成30年７月豪雨に伴い緊急消防援助隊として消防隊１隊を広島県へ派遣 

（平成30年８月１日までの３日間、隊員４名を派遣） 
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年 代 で き ご と 

10月16日 

 

 

12月31日 

平成31年２月27日 

 

３月31日 

 〃 

４月１日 

  〃 

令和元年５月20日 

  〃 

６月１日 

 

７月３日 

８月25日 

10月１日 

 

10月 

 

令和２年２月29日 

３月13日 

 

３月31日 

  〃 

４月１日 

  〃 

   〃 

９月17日 

 

11月９日 

12月14日 

 

12月31日 

令和３年３月２日 

３月10日 

３月31日 

  〃 

京都府中・北部の６消防本部で、消防指令センターの共同運用及びその他消防

連携について検討するため、京都府中・北部地域の新たな消防広域連携のあり

方検討会設置 

消防吏員１名退職 

化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台購入（本署水槽付消防ポンプ自動車〈化学

車運用〉更新） 

宮津市へ派遣の消防吏員１名帰任 

消防吏員５名退職（救急救命士有資格者１名 計28名） 

宮津市へ消防吏員１名派遣 

消防吏員２名採用 総員91名 

住民（匿名）からＡＥＤ１台寄贈 

救急救命士国家試験１名合格（計29名） 

京都府中・北部の６消防本部で、外国人からの１１９番通報に対応するため、

電話通訳センターを介した多言語電話同時通訳事業の共同運用開始 

京都府消防救助選抜会はしご登はんの部第１位 全国消防救助技術大会出場権獲得 

第48回全国消防救助技術大会出場（岡山県） 

音声による１１９番通報が困難な方が、スマートフォン等からインターネット

を利用して緊急通報を行えるＮｅｔ１１９緊急通報システムを運用開始 

京都府中・北部地域の新たな消防広域連携のあり方検討会で、消防指令センタ

ー共同運用の検討結果をとりまとめた報告書作成 

消防吏員１名退職 

キャフス機能付きＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車１台購入（宮津分署水槽付消防

ポンプ自動車更新） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 

消防吏員２名退職 

第11代消防長 石倉 学 就任 

京都府立消防学校へ消防吏員１名教官派遣 

消防吏員３名採用 総員89名 

一般財団法人救急振興財団から応急手当普及啓発資器材（心肺蘇生訓練人形

（成人・乳児用）各１体、ＡＥＤトレーナー１器）寄贈 

京都府中・北部地域消防指令事務連絡協議会の設置 

一般社団法人日本損害保険協会から高規格救急自動車１台寄贈（橋北分署高規

格救急自動車更新） 

消防吏員１名退職（救急救命士有資格者 計28名） 

指令１号車廃車 

高規格救急自動車１台購入（加悦谷分署高規格救急自動車更新） 

消防吏員１名退職（救急救命士有資格者 計27名） 

宮津市から派遣の職員１名帰任 
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◇消防組合役職者名簿 

○管理者・副管理者 

職 名 氏 名 備 考 

管 理 者 城 﨑 雅 文 宮津市長 

副管理者 
山 添 藤 真 与謝野町長 

吉 本 秀 樹 伊根町長 

 
○監査委員 

職 名 氏 名 備 考 

監査委員 
中 村 明 昌 識見選任 

安 達 種 雄 議会選任 

 

○組合議会議員 

議席番号 氏 名 選出市町 備 考 

１ 多 田 正 成 与謝野町 副議長 

２ 杉 上 忠 義 与謝野町  

３ 安 達 種 雄 与謝野町  

４ 山 﨑 政 史 与謝野町  

５ 久 保  浩 宮 津 市  

６ 向 山 禎 彦 宮 津 市  

７ 小 濃 孝 之 宮 津 市  

８ 和 田 裕 之 与謝野町  

９ 濱 野 茂 樹 伊 根 町  

10 松 山 義 宗 伊 根 町  

11 松浦登美義 宮 津 市  

12 河 原 末 彦 宮 津 市  

13 德 本 良 孝 宮 津 市 議 長 

 

 

 

 

 

○公平委員会委員 

職 名 氏 名 備 考 

公平委員会 

委  員 

小 谷 淳 一 委員長 

植 田 宗 一  

泉  良 悟  

 
◇消防組合機構図 

副

管

理

者 

管

理

者 

組

合

議

会 

監

査

委

員 

会計管理者 

消 防 本 部 

消

防

長 

予防１係 

警備１係 

庶務１係 
 

救急１係 

予防２係 

警備２係 

庶務２係 

救急２係 

予防２係 

警備１係 

予防１係 

警備２係 

警備２係 

警備１係 

警備１係 

警備２係 

管 理 係 

警 防 係 

庶 務 係 

指令１係 

指令２係 
 

予 防 係 

総 務 課 

警 防 課 

宮津与謝消防署 

警備第１課 

警備第２課 

宮 津 分 署 

加悦谷分署 

橋 北 分 署 

公
平
委
員
会 

予 防 課 

消 防 署 
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宮津与謝消防組合消防本部・宮津与謝消防署 

 京都府宮津市字須津４１３番地の２６         

 ＴＥＬ ０７７２－４６－６１１９（代） 

 ＦＡＸ ０７７２－４６－６１２０ 

 

 

 

 

 

宮津与謝消防署 宮津分署 
 

京都府宮津市字魚屋９１３番地                

 ＴＥＬ ０７７２－４６－１１９１ 

 ＦＡＸ ０７７２－４６－１１９２ 

  

  

  

 
 

 

宮津与謝消防署 加悦谷分署 
 

 京都府与謝郡与謝野町字算所４１８番地            

 ＴＥＬ ０７７２－４６－１１９５ 

 ＦＡＸ ０７７２－４６－１１９６ 

  

  

  

 

 

宮津与謝消防署 橋北分署 
 

 京都府与謝郡伊根町字日出５７６番地            

 ＴＥＬ ０７７２－４６－１１９７ 

 ＦＡＸ ０７７２－４６－１１９８ 

  

 

構   造 鉄筋コンクリート造 ３階建 

延べ床面積 
消防本部・署 1,376.10㎡ 

防災拠点施設  287.45㎡ 

構   造 鉄筋コンクリート造 ２階建 

延べ床面積 
796.94㎡ 

（宮 津 分 署 444.99㎡） 
（宮津市防災拠点施設 351.95㎡） 

構   造 鉄筋コンクリート造 ２階建 

延べ床面積 338.78㎡ 

構   造 鉄筋コンクリート造 ２階建 

延べ床面積 336.48㎡ 

◇消防庁舎の概要 
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担当課・係 内        容 

総 務 課 

庶 務 係 

( (1) 条例、規則等の制定及び改廃に関すること。 

( (2) 組合議会に関すること。  

( (3) 公印の管守に関すること。 

( (4) 文書の収受及び発送に関すること。 

( (5) 職員の任免、分限、懲戒及び表彰に関すること。 

( (6) 職員の給与その他勤務条件に関すること。 

( (7) 市町村職員共済組合に関すること。 

( (8) 職員の研修及び教養に関すること。 

( (9) 職員の福利厚生及び健康管理に関すること。 

((10) 公務災害補償に関すること。 

((11) 補助金の事務処理に関すること。 

((12) 庁舎の管理統括に関すること。 

((13) 市町との連絡調整に関すること。 

((14) その他他の課及び係に属さないこと。 

管 理 係 

( (1) 組合財産の維持管理に関すること。 

( (2) 会計経理に関すること。 

( (3) 決算の調製に関すること。 

( (4) 予算執行の調整に関すること。 

( (5) 組合財政に関すること。 

( (6) 起債に関すること。 

( (7) 職員の給貸与品に関すること。 

( (8) 物品の購入、調達に関すること。 

( (9) 工事の施行に関すること。 

((10) 備品台帳の整備に関すること。 

((11) 監査委員に関すること。 

警 防 課 

警 防 係 

( (1) 災害の整備計画に関すること。 

( (2) 救助、救急業務の管理に関すること。 

( (3) 消防統計に関すること。 

( (4) 医療機関との連絡調整に関すること。 

( (5) 消防訓練の計画に関すること。 

( (6) 消防相互応援協定に関すること。 

( (7) 消防施設の整備計画に関すること。 

( (8) 職員の非常招集計画に関すること。 

( (9) 開発行為に係る防災指導に関すること。 

(10) 消防組織法（昭和22年法律第226号）に基づく消防計画に関する

こと。（構成市町の地域防災計画の調整に関することを含む。） 

((11) 京都縦貫自動車道の防災等の協議に関すること。 

((12) 丹後メディカルコントロール協議会に関すること。 

((13) 火災調査における関係機関への連絡調整に関すること。 

((14) その他警防に関すること。 

((15) 課の庶務に関すること。 

◇消防本部の分掌事務 
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指令１係 

指令２係 

( (1) 災害通報の受付及び出場指令に関すること。 

( (2) 消防通信及び災害情報の収集に関すること。 

( (3) 災害現場の指揮支援活動に関すること。 

( (4) 災害時等の関係機関への連絡調整に関すること。 

( (5) 消防通信指令施設の管理及び運用に関すること。 

( (6) 職員の非常招集に関すること。 

( (7) 気象情報の受信連絡及び処理に関すること。 

( (8) 電子計算事務に関すること。 

予 防 課 予 防 係 

( (1) 火災予防対策の企画調整に関すること。 

 (2) 防火管理に関する講習及び防火管理者等の指導等に関すること。 

( (3) 建築物の確認等の同意及び通知事務に関すること。 

( (4) 消防用設備等に関すること。 

( (5) 防火の運動及び火災予防広報の企画調整に関すること。 

( (6) 火災警戒及び注意報の発令に関すること。 

( (7) 地震に対する防災指導に関すること。 

( (8) 危険物及び指定可燃物の規則、許可及び認可事務に関すること。 

 (9) 圧縮アセチレンガス等及び火薬類の防火指導に関すること。 

(10) 消防対象物等の違反処理に関すること。 

((11) 文化財の火災予防対策に関すること。 

((12) 防炎規制事務に関すること。 

((13) 危険物取扱者等の講習等に関すること。 

((14) 住宅防火対策の推進に関すること。 

((15) 消防対象物等の統計及び報告に関すること。  

(16) 危険物流出等の事故原因調査における関係機関との調整に関す

ること。 

((17) 災害時要援護者の防火指導に関すること。 

((18) 防火クラブに関すること。 

((19) 関係団体との調整に関すること。 

((20) 公平委員会に関すること。 

((21) 防災センターの管理、運用に関すること。 

((22) 宮津与謝危険物安全協会の事務に関すること。 

((23) 課の庶務に関すること。 
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担当課・係 内        容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警備第１課 

警備第２課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庶務１係 

庶務２係 

( (1) 文書の収受、発送及び保存に関すること。 

( (2) 署の予算に関すること。 

( (3) 署員の配置、服務及び規律並びに教養に関すること。 

( (4) 職員の勤務割に関すること。 

( (5) 署に属する庁舎及び備品等の管理に関すること。 

( (6) 物品の購入、修繕及び賃借に関すること。 

( (7) 安全運転管理に関すること。 

( (8) その他他の係に属さないこと。 

予防１係 

予防２係 

( (1) 火災予防対策及び防火啓もうに関すること。 

( (2) 防火管理者等の指導等に関すること。 

( (3) 事業所の訓練指導に関すること。 

( (4) 防火の運動及び火災予防広報に関すること。 

( (5) 消防対象物等の査察に関すること。 

( (6) 消防対象物の違反処理に関すること。 

 (7) 地震等の災害に対する防災知識の普及及び啓もうに関すること。 

( (8) 防炎規制に関すること。 

( (9) 防火安全性に関する意見書の交付、調査に関すること。 

(10) 防火対象物の定期点検報告及び防火基準適合表示に関すること。 

((11) 災害時要援護者の防火指導に関すること。 

((12) 防火クラブの育成指導に関すること。 

((13) 建築物の確認等の同意に係る調査に関すること。 

((14) 消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。 

((15) 危険物及び指定可燃物の規制に係る調査に関すること。 

(16) 圧縮アセチレンガス等及び火薬類の防火指導に関すること。 

((17) 危険物流出等の事故原因調査に関すること。 

((18) 住宅防火対策の推進に関すること。 

((19) 消防対象物等の統計に関すること。 

((20) その他火災予防に関すること。 

警備１係 

警備２係 

( (1) 火災その他災害の防ぎょ及び警戒に関すること。 

( (2) 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

( (3) 火災等の災害報告に関すること。 

( (4) り災証明に関すること。 

( (5) 消防救助に関すること。 

( (6) 一般家庭の防火指導に関すること。 

( (7) 消防地水利に関すること。 

( (8) 職員及び団員等の訓練指導に関すること。 

( (9) 消防機械器具の管理及び運用に関すること。 

((10) その他警防に関すること。 

◇消防署の分掌事務 
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救急１係 

救急２係 

( (1) 救急業務に関すること。 

( (2) 救急資器材の保守管理に関すること。 

( (3) 救急技術の指導及び訓練に関すること。 

( (4) 救急搬送医療機関との連絡、調整に関すること。 

( (5) 救急応急手当の普及啓発活動に関すること。 

( (6) その他救急に関すること。 

 

 

 

 

 

分署・担当係 内        容 

宮津分署 

予防１係 

予防２係 
(1) 警備第１課予防１係に準ずる事務に関すること。 

警備１係 

警備２係 

(1) 分署の庶務に関すること。ただし、安全運転管理に関することを

含む。 

(2) 警備第１課警備１係及び警備第１課救急１係に準ずる事務に関

すること。 

加悦谷分署 

橋北分署 

警備１係 

警備２係 
(1) 宮津分署の予防１係及び警備１係に準ずる事務に関すること。 

 

◇分署の分掌事務 



1 1

6 2 1 1 1 1

0 [2] [1] [1]

10 (2) 2 5 (2) 3

3 (1) 2 1 (1)

20 (3) 1 6 7 (2) 4 (1) 1 1

25 5 8 2 3 7

17 2 3 3 4 5

13 1 4 1 4 3

13 1 4 2 3 3

68 9 19 8 14 18

88 (3) 1 15 26 (2) 12 (1) 15 18 1

※[　]内は宮津市及び京都府派遣者数、（　）内は係を異にする兼務者を示す。

消
防
署

宮津与謝消防署

宮 津 分 署

加 悦 谷 分 署

橋 北 分 署

合計

小 計

消
防
本
部

消 防 長

消防士
その他

司令長 司　令 司令補

総 務 課

総 務 課 付

警 防 課

予 防 課

小 計

合 計

消　防 消　防 消　防 消　防 消　防
士　長 副士長 の職員

階級

配置

消防本部

20人 23%

宮津与謝消防署

25人 28%

宮津分署

17人 19%

加悦谷分署

13人 15%

橋北分署

13人 15%

消防職員の配置状況

◇消防職員の所属・階級別配置
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合　計
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士
その他
の職員

０ 年 ～ 10 年 35 5 11 18 1

11 年 ～ 20 年 17 6 7 4

21 年 ～ 30 年 24 6 18

31 年 以 上 12 1 9 2

合 計 88 1 15 26 12 15 18 1

平均勤続年数 17年1か月 41年0か月 31年1か月 24年6か月 11年4か月 8年8か月 3年8か月 8年0か月

合　計
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士
その他
の職員

19 歳 ～ 30 歳 30 12 18

31 歳 ～ 40 歳 18 3 12 3

41 歳 ～ 50 歳 26 5 21

51 歳 ～ 60 歳 14 1 10 2 1

61 歳 以 上 0

合 計 88 1 15 26 12 15 18 1

平 均 年 齢 38歳11か月 59歳4か月 52歳11か月 45歳5か月 34歳5か月 29歳11か月 24歳2か月 51歳1か月

階級
年数

階級
年齢

消防士 18人 20%

消防副士長

15人 17%

消防士長 12人 14%
消防司令補 26人 30%

消防司令

15人 17%

消防司令長

1人 1%

その他の職員 1人 1% 階級構成

19歳～30歳

30人 34%

31歳～40歳

18 人 20%

41歳～50歳

26 人 30%

51歳～60歳

14 人 16%

61歳以上

0人 0％

0

5

10

15

20

25

30

35

19歳～30歳 31歳～40歳 41歳～50歳 51歳～60歳 61歳以上

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０年～10年 11年～20年 21年～30年 31年以上

勤続年数

◇消防職員の勤続年数

◇消防職員の年齢構成
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幹部科 0

上級幹部科 0

警防科 0

救助科 0

予防科 0

救急科 1 1

初任教育 3 3

警防科 0

特殊災害科 0

予防査察科 1 1

危険物科 1 1

火災調査科 0

救急科 3 3

救助科 1 1

幹部科（ 初級 ） 1 1

幹部科（ 中級 ） 0

就業前救命士病院研修 0

現任救命士病院研修 21 9 4 4 4

２項目拡大処置に係る追加講習 0

気管挿管病院実習 1 1

防火査察 2 1 1

消防用設備等 1 1

危険物 2 1 1

潜水士 2 1 1

玉掛け技能講習 1 1

小型移動式クレーン技能講習 1 1

高所フルハーネス型安全帯使用
作業特別教育

2 2

伐木等業務従事者 2 1 1

酸欠硫化水素危険作業主任者 0

第３級陸上特殊無線技士 5 1 2 1 1

51 0 0 15 12 9 15

救急関係

消
防
司
令
長

合　　計

資格取得

予防技術検定

京都府立消防学校

消防大学校

消
防
士

合計

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
司
令

階級別

教育・研修科目

◇消防職員の職員教育研修
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21 

 

◆ 歳 入 

款 項 金額（千円） 構成比（％） 

１ 分担金及び負担金 １ 分 担 金 828,630 96.60 

２ 使用料及び手数料 １ 手 数 料 403 0.05 

３ 府 支 出 金 １ 府 補 助 金 4,000 0.47 

４ 繰 越 金 １ 繰 越 金 16,000 1.86 

５ 諸 収 入  8,780 1.02 

 
１ 組合預金利子 5 0.01 

２ 雑 入 8,775 1.01 

６ 消 防 組 合 債 １ 消 防 組 合 債 0 0.0 

歳  入  合  計 857,813 100.00 

◆ 歳 出 

 

 

市町名  

区分 
宮津市 伊根町 与謝野町 合計 

分担金（千円） 351,942 64,760 411,928 828,630 

構成比（ ％ ） 42.47 7.82 49.71 100.00 

 

 

人件費 705,019 物件費 60,718

維持補修費 1,200

補助費等 5,759

公債費 51,017

普通建設事業費

32,100

予備費 2,000

82.19%

0.23%

7.08%

3.74%

0.14%

0.67%

5.95%

款 項 金額（千円） 構成比（％） 

１ 議 会 費 １ 議 会 費 219 0.03 

２ 総 務 費  8,956 1.04 

 
１ 総 務 管 理 費 8,838 1.03 

２ 監 査 委 員 費 118 0.01 

３ 消 防 費 １ 消 防 費 795,621 92.75 

４ 公 債 費 １ 公 債 費 51,017 5.95 

５ 予 備 費 １ 予 備 費 2,000 0.23 

歳  出  合  計 857,813 100.00 

◇当初予算 

  ◇予算の性質別内訳 
 

◇構成市町分担金 

（単位：千円） 合計：857,813 



イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 2 ( 1 ) 1 2 ( 1 ) 1

ロ 公会堂又は集会場 68 ( 0 ) 13 25 4 8 1 35 8

イ キャバレー、ナイトクラブ等 0 ( 0 ) 0

ロ 遊技場又はダンスホール 2 ( 0 ) 1 1 1 1

ハ 性風俗関連特殊営業を含む店舗等 0 ( 0 ) 0

ニ カラオケボックス等の個室店舗 1 ( 0 ) 1 1 1

イ 待合、料理店等 7 ( 0 ) 5 5 3 2 2

ロ 飲食店 36 ( 0 ) 14 21 6 4 4 11 4

百貨店、マーケットその他の店舗等 67 ( 0 ) 29 33 9 2 2 32 18

イ 旅館、ホテル又は宿泊所 81 ( 7 ) 64 63 ( 6 ) 50 8 6 10 ( 1 ) 8

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 176 ( 21 ) 6 97 ( 16 ) 2 1 1 78 ( 5 ) 3

イ 病院、診療所又は助産所 22 ( 2 ) 3 11 ( 1 ) 1 2 2 9 ( 1 )

ロ 老人短期入所施設等 20 ( 1 ) 18 13 ( 1 ) 11 1 1 6 6

ハ 老人デイサービスセンター等 41 ( 0 ) 18 15 5 4 4 22 9

ニ 幼稚園又は特別支援学校 15 ( 1 ) 10 4 11 ( 1 ) 10

小学校・中学校・高等学校等 82 ( 12 ) 10 45 ( 5 ) 3 6 ( 2 ) 6 31 ( 5 ) 1

図書館、博物館、美術館等 6 ( 0 ) 3 2 1 1 1 3 1

イ 公衆浴場（蒸気浴場、熱気浴場等） 0 ( 0 ) 0

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 1 ( 0 ) 0 1

車両の停車場等 3 ( 1 ) 0 3 ( 1 )

神社、寺院、教会等 84 ( 1 ) 42 44 24 8 5 32 ( 1 ) 13

イ 工場又は作業場 241 ( 6 ) 44 78 ( 4 ) 11 10 10 153 ( 2 ) 23

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ 0 ( 0 ) 0

イ 自動車車庫又は駐車場 26 ( 1 ) 5 20 ( 1 ) 3 6 2

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫 0 ( 0 ) 0

倉庫 114 ( 2 ) 23 69 ( 2 ) 8 12 11 33 4

前各項に該当しない事業場 270 ( 19 ) 56 156 ( 15 ) 26 21 13 93 ( 4 ) 17

イ 複合用途防火対象物のうち特定防火
対象物の用途に供されているもの

173 ( 5 ) 66 105 ( 4 ) 31 11 10 57 ( 1 ) 25

ロ イ以外の複合用途防火対象物 82 ( 4 ) 7 46 ( 1 ) 3 2 2 34 ( 3 ) 2

重要文化財等 34 ( 1 ) 32 21 ( 1 ) 21 2 2 11 9

1,654 ( 85 )  471 880 ( 59 )  223 103 ( 2 )  81 671 ( 24 )  167合　　計

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

7

査
察
実
施
数

防
火
対
象
物
数

査
察
実
施
数

防
火
対
象
物
数

2

3

4

5

6

査
察
実
施
数

1

宮津市 伊根町 与謝野町

防
火
対
象
物
数

査
察
実
施
数

防
火
対
象
物
数

合　計

※（　）内は、高さ15ｍ以上の中高層防火対象物数

25.34% 78.64% 24.89%28.48%査察実施率

※火災発生時に人命危険の高い防火対象物（全体の約30％）を優先的に査察する計画を策定し実施している。

市町別

用途別

◇防火対象物の現況及び査察実施状況

※棟単位の延べ面積150㎡以上（17項は全て）
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備
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消
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消
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備
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消
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備

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備

漏

電

火

災

警

報

器

火

災

報

知

設

備

消

防

機

関

へ

通

報

す

る

非

常

警

報

設

備

避

難

器

具

誘

導

灯

・

誘

導

標

識

消

防

用

水

連

結

散

水

設

備

連

結

送

水

管

非

常

コ

ン

セ

ン

ト

設

備

イ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 2 2 2 2

ロ 公会堂又は集会場 27 4 18 2 28

イ キャバレー、ナイトクラブ等

ロ 遊技場又はダンスホール 2 2 2

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等

ニ カラオケボックス等の個室店舗 1 1

イ 待合、料理店等 3 1 1 7

ロ 飲食店 2 13 1 1 4 9 30

百貨店、マーケットその他の店舗等 4 1 42 1 1 15 56

イ 旅館、ホテル又は宿泊所 22 1 194 1 17 28 6 26 106 2 1 1

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 3 38 1 14 19 18 11 9

イ 病院、診療所又は助産所 1 1 1 12 1 1 5 3 19 1

ロ 老人短期入所施設等 20 20 19 2 1 20

ハ 老人デイサービスセンター等 1 27 1 4 2 3 32

ニ 幼稚園又は特別支援学校 1 15 2 12

小学校・中学校・高等学校等 37 64 1 7 15 9

図書館、博物館、美術館等 1 3 1 2 4

イ 公衆浴場（蒸気浴場、熱気浴場等）

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 1 2

車両の停車場等 2

神社、寺院、教会等 4 3 1 16 4

イ 工場又は作業場 19 2 3 2 79 3 1 1 12 2

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ

イ 自動車車庫又は駐車場 2 3 1

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

倉庫 3 25 7

前各項に該当しない事業場 8 1 1 56 19 4 52 1

イ 複合用途防火対象物のうち特定防火
対象物の用途に供されているもの

8 9 92 5 11 18 13 102 1

ロ イ以外の複合用途防火対象物 2 12 3 1 8

重要文化財等 27 1 1

112 32 8 4 2 763 2 37 69 138 100 534 4 1 14 10合　　計

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

6

消火設備 警報設備 避難設備 消防用水等

1

2

3

4

5

設備別

用途別

◇消防用設備等設置状況
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10 1 0 10 0

1 4

修

繕

・

模

様

替

大

規

模

な

59

13

消 防 通 知

計 画 通 知

合　　計

建 築 確 認 同 意

50

133 14

716

49

計

画

変

更

移

転

改

築

増

築

用

途

変

更

 防火・防災管理者選任（解任）届出書

 消防計画作成（変更）届出書

17

 消防用設備等点検結果報告書

17

349 65 302

189 36 199424

26 7

74 8

 防火対象物・防災管理点検結果報告書

 訓練実施計画書

4 1 49

1,432 261

 露店開設届出書

 道路工事・占用届出書

 少量危険物等貯蔵・取扱（変更）届出書

 少量危険物等貯蔵・取扱廃止届出書

合　　計 1,1642,857

120 44 80244

7 2 312

2 411

49 9 1371

 変電・発電・蓄電池設備設置届出書

01

339 58 371768

7 1 19

 ボイラー・給湯湯沸設備等設置届出書 0 2

 火災とまぎらわしい届出書

 煙火打上げ・仕掛け届出書

 圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は取扱い
 の開始(廃止)届出書

 催物開催届出書

 水道減水・断水届出書

 消防用設備等設置届出書

 工事整備対象設備等着工届出書

1

11

206

 防火対象物使用（変更）届出書・棟別概要

5

0 01

4 0 26

11 0 011

1 0

宮津市 伊根町 与謝野町合　計

72 8 50130

55 6 40101

0

6

合

　
　
計

42

54

0

96

新

築

30

45

75

6

4

市町別項目別

工事種別

項 目

◇建築確認同意・消防通知・計画通知件数

◇各種届出状況
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56 回 1 6 3 3 6 29 2 1 5

4 回 1 2 1

5 回 1 2 1 1

0 回

1 回 1

3 回 3

21 施設 21

15 回 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 2 1

152 回 23 31 7 19 5 7 22 2 10 26

361 世帯 99 143 113 6

合　計

 消防訓練指導

 防火講話

２月３月９月10月11月12月１月４月５月６月７月８月

※国の調査に準じ、各市町24世帯を無作為で抽出し設置状況調査を行ったものです。
※条例適合率とは、宮津与謝消防組合火災予防条例に基づき、設置が義務付けられている
　住宅の部分の全てに設置している世帯の割合です。

 一人暮らし高齢者世帯の防火訪問

 露店指導

 危険物輸送車両街頭検査

 公共輸送バス検査指導

 園児等を対象とした防火教室開催

 広報誌等による防火啓発

 車両による防火広報

 起震車体験実習

項目別
月別

◇月別防火指導及び広報活動状況

◇住宅用火災警報器設置状況

79

88 88
85

58

79

46

61

30

40

50

60

70

80

90

100

宮津市 伊根町 与謝野町 組合管内

（単位 : ％）

設置率 条例適合率
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屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

93 21 3 27 1 9 9

29 3 5 10 1 3 7

50 1 11 17 10 11

20 1 17 2

10 9 1

5 5

6 1 5

7 5 2

220 25 26 54 1 1 58 32

1 1

54 30

1 1

1 1

15

13

32

1

21 15

58 45

査察実施率 64.09% 57.64% 92.86%

7

貯　　蔵　　所

製
　
　
　
造
　
　
　
所

1

1

1

32 20

220 141 83 13

0

72.58%

1

取　扱　所

販

売

取

扱

所

合　　計

施

設

数

査

察

実

施

数

0 0

25 13

26 15

5

22

1

16

1

1

3

1

7

14

1

87

1

宮津市

14 7

21

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

21

査

察

実

施

数

施

設

数

査

察

実

施

数

施

設

数

12

23

1

５倍以下

　　５倍を超え　　１０倍以下

　１０倍を超え　　５０倍以下

　５０倍を超え　１００倍以下

１００倍を超え　１５０倍以下

伊根町

合
　
　
計

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

合　　計

与謝野町

製 造 所

査

察

実

施

数

施

設

数

33

14

10

2

17

１５０倍を超え　２００倍以下

２００倍を超え１０００倍以下

１０００倍を超える

合　　計

取
扱
所

8

19

6

62

1

4

1

45

26

144

16

4

貯
蔵
所

1 0 1

市町別

施設別

指定数量の倍数別

◇危険物施設の現況及び査察実施状況

◇倍数別危険物施設の数

施設別
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屋

内

貯

蔵

所

屋

外
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ク

貯

蔵

所

屋

内
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ク

貯

蔵

所

地

下

タ
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ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

14 14

5 1 1 1 1 1

17 1 6 1 8 1

14 1 5 8

22 2 6 2 1 9 2

0

0

0

1 1

9 4 1 1 1 2

16 2 3 1 9 1

16 1 2 8 2 3

0

25 1 1 21 2

0

53 4 4 1 13 1 5 1 19 5

192 0 11 15 1 40 2 10 3 78 0 18 14

保安監督者選解任届

合　　計

取扱者配置届

譲渡引渡届

使用休止・再開届

品名、数量又は指定数量の
倍数変更届

製造所等廃止届

軽微な変更届

工事施行届

所有者等の住所・氏名・名称
変更届

製造所等変更許可申請

製造所等完成検査申請

製造所等仮使用承認申請

仮貯蔵・仮取扱承認申請

製造所等完成検査前検査申請
　（少量タンク検査含む）

製造所等設置許可申請

完成検査済証再交付申請

製
　
　
　
造
　
　
　
所

合
　
　
計

そ

の

他

取　扱　所貯　蔵　所

施設別

項目別

◇危険物施設等各種申請・届出状況
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宮津与謝消防署 

宮津分署 
加悦谷分署 
(西基地局併設) 
橋北分署 大江山無線基地

局 

ＮＴＴ専用線によるビジネスイーサネットワーク 

空山無線基地局 

通信指令室 

災害情報案内 

４６－６１２３ 

宮津与謝消防組合消防本部 

舞鶴市消防本部 

◇消防通信指令系統図 

Ｅメールによる 

災害出場指令 

 

 

外国人からの通報に 

対応するための 

三者間同時通訳サービス 

構成市町消防団 

京都府デジタル 

疎水ネットワーク 

・電話 

・FAX 

・インターネット 

・緊急通報サービス 

ＮＴＴ専用線 

災害情報の公開 

出場指令 ・ 出場現場へのルート情報を受信 ・ 活動現場との情報共有 

災害発生 通報 



 29 

 

 

 

所 属 呼出名称 車 両 メーカー 年 式 

消防本部  事 務 連 絡 車 ホ ン ダ 平成 23年 

宮津与謝 

消 防 署 

みやしょう １ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 平成 22年 

みやしょう ２ 救 助 工 作 車（ Ⅱ型 ） 日   野 平成 26年 

みやしょう ３ 化学消防ポンプ自動車 日 野 平成 31年 

みやしょう１１ 高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ 平成 28年 

みやしょう１２ 非常用高規格救急自動車 ト ヨ タ 平成 21年 

みやしょう２２ 指令２号車（指揮車） ニ ッ サ ン 平成 20年 

みやしょう２３ 資 機 材 搬 送 車 三 菱 平成 22年 

 

査 察 広 報 車 三 菱 平成 21年 

消火・通報訓練指導車 ニ ッ サ ン 平成 26年 

防 火 指 導 車 ト ヨ タ 平成 28年 

宮津分署 

みやしょうひがし １ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 令和２年 

みやしょうひがし１１ 高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ 平成 24年 

みやしょうひがし２１ 指  令  車 ニ ッ サ ン 平成 25年 

加悦谷分署 

みやしょうにし １ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 平成 24年 

みやしょうにし１１ 高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ  令和３年 

みやしょうにし２１ 指  令  車 ト ヨ タ 平成 24年 

橋北分署 

みやしょうきた １ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 平成 18年 

みやしょうきた１１ 高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ 令和２年 

みやしょうきた２１ 指  令  車 ト ヨ タ 平成 23年 

◇消防車両の現況 



合
　
　
計

宮
津
与
謝
消
防
署

宮
津
分
署

加
悦
谷
分
署

橋
北
分
署

合
　
　
計

宮
津
与
謝
消
防
署

宮
津
分
署

加
悦
谷
分
署

橋
北
分
署

かぎ付はしご 10 5 1 2 2 耐電衣 2 2

三連はしご 8 4 1 1 2 耐電手袋 5 5

ワイヤはしご 1 1 安全帯 22 10 4 5 3

空気式救助マット 1 1 防毒マスク 5 5

救命索発射銃 1 1 防塵めがね・マスク 5 5

サバイバースリング等 4 3 1 携帯警報器 23 14 3 3 3

平担架 3 1 1 1 陽圧式化学防護服 4 4

マット型空気ジャッキ一式 2 1 1 化学防護服（陽圧式除く） 6 6

油圧ジャッキ 4 3 1 耐熱服 4 2 2

大型油圧スプレッダー 1 1 潜水器具一式 5 5

油圧スプレッダー(ﾏﾙﾁ含む) 3 1 1 1 救命胴衣 82 30 26 13 13

可搬ウインチ 6 3 1 1 1 救命浮環 10 7 3

救助用支柱器具 3 2 1 救命ボート 1 1

ワイヤーロープ 4 2 1 1 船外機 1 1

マンホール救助器具 1 1 水中投光器 10 5 2 3

空気鋸 1 1 救助用降下機 15 6 3 3 3

大型油圧切断機 1 1 バスケット担架 7 4 1 1 1

油圧切断機 1 1 投光器一式 10 4 2 2 2

電動切断機 1 1 携帯投光器 14 7 3 2 2

エンジンカッター 8 5 1 1 1 携帯拡声器 12 5 3 2 2

ガス溶断機 1 1 携帯無線機 16 7 3 3 3

チェーンソー 7 4 1 1 1 緩降機 1 1

鉄線カッター 5 2 1 1 1 発電機 10 6 1 1 2

万能斧 21 9 7 3 2 簡易画像探索機 1 1

ハンマー 1 1 応急処置用セット 1 1

ハンマードリル 2 2 ロープ登降器 3 3

携帯用ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊器具 3 1 1 1 浮標 1 1

削岩機 2 2 車両移動器具 1 1

可燃性ガス測定器 6 4 1 1 熱画像直視装置 3 2 1

有毒ガス測定器 3 2 1 電動吸引器一式 9 3 2 2 2

放射線測定器 2 1 1 自動体外式除細動器 13 7 2 2 2

酸素濃度測定器 2 2 血糖測定器 4 1 1 1 1

空気呼吸器 30 21 3 3 3 患者監視装置（ﾚｺｰﾀﾞｰ付） 5 2 1 1 1

酸素呼吸器 5 5 呼気二酸化炭素測定器具 4 1 1 1 1

簡易呼吸器 2 2 血中酸素飽和度測定器 2 1 1

送排風機 2 2 バックボード 11 5 2 2 2

スクープストレッチャー 10 5 1 2 2

減圧・陰圧固定器具 5 2 1 1 1

自動式人工呼吸器 10 4 2 2 2

12誘導心電計 4 1 1 1 1

呼
吸
保
護
用
器
具

測
定
器

品　　名

重
量
物
排
除
用
器
具

分
類

一
般
救
助
器
具

数  量

隊
員
保
護
用
器
具

切
断
用
器
具

破
壊
用
器
具

数  量

救
急
資
機
材

そ
の
他
の
器
具

品　　名

水
難
救
助
用
器
具

分
類

◇機械器具等の保有状況
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合計 火災 救急 救助 その他災害 問合せ 試験 間違い その他

4月 165 105 7 5 8 13 27

5月 188 1 113 1 13 11 8 8 33

6月 222 114 1 12 11 12 11 61

7月 242 1 139 1 12 11 7 4 67

8月 284 161 2 14 20 3 15 69

9月 209 126 10 13 1 4 55

10月 285 144 14 9 27 6 85

11月 240 1 109 2 12 9 7 5 95

12月 229 119 1 18 5 7 12 67

1月 231 161 1 17 8 4 6 34

2月 204 131 15 3 10 6 39

3月 270 139 1 16 5 3 6 100

合計 2,769 3 1,561 10 160 110 97 96 732

単位：℃

24.0

29.6
33.1 34.0

37.2 36.4

25.3 24.4

15.5 15.2

21.0 21.8

2.9

10.1

14.9
18.9

22.6

15.2

7.9
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-4.2

-2.3

0.3

11.4

18.4

23.0 24.4

29.3

24.1

16.8

12.6

5.7
3.6

6.2

9.9

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

気温
(℃)

最高気温

平均気温

最低気温

11
9

11

21

6

13

6

13

18
20

11

8

154.5

85.5

211.0 268.5

57.5

141.5

53.5
62.0

244.0

72.5
107.5 94.5

降水量・降雨日数

降雨日数

降水量

(日)

(㎜)

◇119番通報受信状況

◇気象状況
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◇災害件数の推移（過去５年間）
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実施回数 受講者数 実施回数 受講者数 実施回数 受講者数

平成28年度 112 2,973 51 959 61 2,014

平成29年度 103 2,522 51 969 52 1,553

平成30年度 104 2,404 57 1,140 47 1,264

令和元年度 106 2,261 57 977 49 1,284

令和２年度 45 802 33 634 12 168

合　計 宮津市 伊根町 与謝野町

17 5 2 10

31 13 5 13

2 1 0 1

20 16 2 2

71 27 3 41

21 7 3 11

29 11 4 14

22 10 2 10

28 16 3 9

241 106 24 111

小学校、中学校、高等学校等

幼稚園、保育園等

その他の事業所

合　計

観光施設

公共施設

スーパー、物品販売店等

福祉施設

医療機関

合計

　

普通救命講習 救命入門コース

宿泊施設、飲食店

◇管内AED設置状況

◇救急講習受講状況

51 51 57 57 
33 

61 52 47 49 

12 

959 969 1,140 977 
634 

2,014 1,553 

1,264 
1,284 

168 

救急講習受講状況

普通救命講習 実施回数 救命入門コース 実施回数

普通救命講習 受講者数 救命入門コース 受講者数

(人)

(回)

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
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